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日 時 平成 30 年 12 月 19 日（水）14:00～16:00 

会 場 市役所 3階 3D 会議室 

出 席 委 員 鈴木聡士委員長、谷本雄司委員、武者加苗委員、桂裕章委員 

欠 席 委 員 天羽浩委員 

市 出 席 者 【企画課】川村企画財政部長、橋本課長、佐々木主査、勝谷主事 

 

1.開会 

  「委員の過半数が出席していることから、委員会が成立していること」を確認した。 

  

2.会議録署名委員の選出 

委員長の指名により、武者委員を第 30 回推進計画委員会会議録の署名委員としたい旨

提案があり、了承された。 

 

3.議事 

【議案 1】次期総合計画進捗状況について 

※次期総合計画策定のために実施した市民意識調査、市民ワークショップ等につい

て報告及び説明し、その結果に関し議論 

  事務局より進捗状況の概要について説明 

 

＜次期総合計画進捗状況について＞ 

◆Ａ委員：過去の市民意識調査結果との比較を見ると「福祉・医療環境が整っている」という

項目が高まっている。一方で、将来の北広島市が目指すべきまちの姿の「福祉や医

療サービスが充実し、お年寄りや障がい者が大切にされるまち」の項目が減少して

いる。この 10年間で、医療環境等に変化があったのか。 

 

●事務局：この 10 年間の変化としては、北広島駅西口にあった北広島病院が北広島駅東口に

移転されたこと、北広島病院に隣接する形でメディカルビルが建設されたことが挙

げられる。 

 

◆Ａ委員：北広島病院が移転され、駅に近くなったことで利便性が向上したなどはあるか。 

 

●事務局：北広島病院が移転されたことで、施設・設備の充実が図られたこと、メディカルビ

ルに医療機関が入ったことが、要因と考えられる。 

福祉分野においては、市内各所にサービス付き高齢者住宅等があることで、環境の

充実があり、福祉・医療環境が整っていると感じる市民が増えてきていると考えら

れる。 

 

◆Ａ委員：将来の北広島市が目指すべきまちの姿の「福祉や医療サービスが充実し、お年寄り

や障がい者が大切にされるまち」の項目が減少する一方で、市内には産科がないと

いう実情がある。 
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●事務局：現在、市内には産科がなく、小児科も先生が高齢化しており、クリニックの数が少

なくなっている。 

 ワークショップは、若い人たちからの意見が多く、市民アンケートは中高齢者の意

見が多く、内容にギャップがあると考えられる。 

 

◆Ｂ委員：公共交通に関し、目指すべきまちの姿で交通の便を良くしてほしいと出ているが、

市民ワークショップにおいて、具体的な話はあったのか。 

 

●事務局：意識調査とワークショップでは対象が異なることから、結果が異なってしまう。 

     ワークショップでは、公共交通に関し、様々なグループからあがっており、居住地

区により意識が異なっていた。北広島駅に向かうもの、札幌に向かうものなどを増

やしてほしいという意見があった。 

市民意識調査のクロス集計によると、地区によって意識が大きく異なっており、特

に大曲と西部地区において、30％超の方が、公共交通を充実させてほしいという結

果が出ている。 

 

◆Ｃ委員：過去との市民意識調査の比較で、「交通の便が良い」という項目が下がっているが、

その理由はなにか。 

 

●事務局：10 年前と比較すると、路線バスの運行ルートなどの体系が変化しているというこ

とはないが、北海道中央バスの北広島団地線の運行便数が減少していることが、１

つの要因として考えられる。 

特に公共交通に関しては、高齢化の進行による移動手段の転換があり、公共交通を

使用する機会が増え、意識する市民が多くなったなどによる影響があると考えてい

る。 

 

◆委員長：交通の便となっているので、人によって捉え方が異なると思われる。例えば、10 年

前は自身で車を運転していたので、交通に不便を感じなかった市民が、現在、公共

交通がメインの移動手段になり、不便を感じるといった方もいると考えられる。 

 加えて、北広島団地線の便数が減少していることも影響していると考えている。 

 

●事務局：地区別集計では、西の里・大曲・西部地区が不便と感じている割合が大きく、全体

の割合に影響していると考えられる。 

 

◆Ａ委員：公共施設の再編成に関する設問を設定した意図はなにか。一般的な意識調査におい

て、再編成に関する設問は珍しい。 
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●事務局：公共施設等総合管理計画を策定しており、将来的な再配置や維持管理など整理して

いるところであり、今後、人口減少や需要、施設の老朽化を勘案すると、集約も含

め様々な点から方向性を検討しなければならない。 

     現在、市民がどのように考えているのかを把握したいという思いから、設問を設定

した。 

     総論としては、再編もやむを得ないという考えが多いが、各論になると別の意見も

出てくると思うので、しっかり精査することが重要になる。 

 

◆Ａ委員：過去の市民意識調査との比較によると、回収率が低くなっているので、紙媒体によ

る調査手法に加えて、スマートフォンを活用したオンラインで回答できるような仕

組みも有効と思われる。 

 

◆委員長：郵送による従来の方法とオンラインによる方法を用いて、回答方法が多岐になるこ

とで、スマートフォンに慣れている年齢層からより多く回答が得られるかもしれな

い。 

 

●事務局：国勢調査についてもオンラインで行う時代になっている。庁内の別部署において、

オンラインによる実施の可否や手法について、研究しているところである。 

 

【議案 2】ボールパーク構想推進の経過と進捗について 

  事務局よりボールパーク構想推進の経過と進捗について説明 

 

◆Ｂ委員：交通計画等しているところであるが、ＪＲ新駅はどのような状況なのか。 

 

●事務局：当市としては、当初から変わらず新駅を設置してもらいたいと考えている。 

 

◆Ａ委員：市民意識調査において、ボールパーク構想に関する心配事という設問に対する結果

で、交通渋滞の増加や犯罪の増加治安の悪化が上位になっている。 

ボールパーク構想とは別であるが、三井アウトレットパークが開業したときに、市

民の不安の解消をどのようにしたのか。また、実際に三井アウトレットパーク周辺

で犯罪が増えたなどあるのか。 

 

●事務局：三井アウトレットパークについては、周辺エリアで完結しており、他のエリアに影

響が波及していない。他地区の住宅地や駅周辺などに観光客は訪れていない。 

     ボールパークが開業することで、多くの人がまちを回遊することで、そういった不

安があるという声はある。そのような点については、北海道警察と連携を図り検討

している。 

 球場周辺の施設がどのようなものになるのか公表されていない中での、未知に対す
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る不安ということも考えられる。 

◆委員長：開業と同時に新駅という話は、時間的に難しいと考えており、既存駅からどのよう

にアクセスさせるのかということが重要である。 

     バスによる移動手法は考えていると思うが、シーズンは暖かい時期が長いことか

ら、自転車を活用することも考えられるが、市はどのように考えているのか。 

 また、新たな人の流れにより、球場と既存駅周辺が活性化されると考えられるが、

市はどのような戦略やビジョンを持っているのか。 

 

●事務局：既存駅からボールパークまでのアクセスは、２つ考えており、１つは徒歩・自転車

によるもの、１つはシャトルバスを活用したものを考えている。 

 いかに歩いてもらうかということを考えており、新駅ができたとしても、ボールパ

ークと新駅で完結せず、既存駅周辺まで効果を波及させていきたい。 

 北広島駅西口周辺の開発等も含めて工夫が重要と考えている。 

 駅東口からのルートであれば、エルフィンロードを歩いていく中で、ボールパーク

が近づくにつれて期待感を増幅させるような仕組みを考えたい。 

 

4.その他（次回開催日程についてなど） 

 ＜事務局より説明＞ 

 

5. 閉会 

 

 

 

会議録署名委員                     


